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台語の変調現象について

呉幸芥

はじめに

台語の音韻では、基本的に各音節が2つの声調一本調と変調（声調交替もしくは、声調変化あるい

は、転調ともいう）一をとることができる。一般に音節が、２字以上の多音節語（複合語を含む）や

フレーズで、語末音以外声調は必ず変化する現象をいう。一方、自ら１つの声調グループ（tone

group）になる場合を含め、本来の声調のままで発音される音節は、変調によって定義される声調グ

ループの最終音節であるとみなすことができる。しかし、音節は全て変調規則に従って変わるとは限

らない。即ち、語末に特殊な軽声が生じる場合は、その雌声の前の語は本調で発音しなければならな

い。つまり、軽声は、声調グループに必ず後続する位置に現われる。

台語の声調グループは、語やフレーズを単位とした文の句切り点により生じることが知られている。

一方、焦点が当たる部分が異なる場合に声調グループの句切りを変えて、声調もその変化に従って変

調を行うことが可能であるｏだが、台語の声調（本調・変調）の決定においては、“変調”と“文の

句切り点”が最も重要であると考えられる。本稿では語、句、節、文などと考えられうる単位で声調

は如何に実現されるか、また柵文において統語論的な結合と声調グループとはどんな関係があるか、

どう変化するのかについて考察する。さらに、規則と異なる特殊な場合ではどう変調するかも明らか

にしたい。紙幅の関係上、特殊な変調とされる“軽声”等の変化については、稿を改めて論ずること

としたい。

1.台語声鯛図
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１－１．台語八音表十（変調記号図）（図１）
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１５６ 典蛎 券

似'１は、台研八・肝炎で、声調・調類（八音分類）及び本I洲・変I淵の声I洲変化を表にまとめたもので

ある。台締では他の漢語方篇同様全ての背節に声調と呼ばれている音の商低変化がある。声洲は一般

に訓･り･数'j･二または調号符けで標記し、八音調となるが、現ｲi§では２声と６声の区別がなくなったため、

6声は欠番となる。従って、実際には７つの声調で表わされている。

１－２．台語変調図（図２）

ノ拝洲の変洲規則により次のようなil吠洲となる。

汐
7／１，(7)５’

心（５ノ

11-1,(7)、２－２'(1)、３－３'(2)、４－４，(8)－４'(2)、５－５'(7)、７－７'(3)、８－８'(4)－８'(3)｣。

台締では、本洲と変I洲を大体上|叉|のように、８秘狐のﾒfI洲に分類しているが、それぞれ本,洲から変

諦への入れ林わりはある職度決まっている。例えば「1-7,2-1,3-2,4-8,5-7,7-3,8-4」などのパ

ターンがそれである。

1-3．音声分析に基づく－台語声調図（図３）

しかし、変調によってﾉｋじる声調は、同じ調値とされる本,洲としての声調と似てはいても、後述す

るように、．汗声波形を分析してみると必ずしも同じとは筒えない。図３にまとめて図示する。従って、
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これらは本来別のものであると仮定し、本稿では次のように変調規律の記号で表記する。

｢１－１．(7)、２－２'(1)、３－３'(2)、４－４，(8)-4.(2)、５－５'(7)、７－７．(3)、８－８'(4)－８'(3)｣。

図３

変調
調読

１，(7) ２，(１） ３，(2)
4'(8)
～(2)

変調規律

5.(7)

本調と変調の間には、以下のような関係が観察される。

６，(１）
=２，(１）

7,(3)
8,(4)
～(3)
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・２声と５声の本調の前半の（それぞれ）上昇、下降は、先行の音節が高いピッチで終わる場合（２

声変調）や低いピッチで終わる場合（３声変調、７声変調）にも必ず実現しており、単なる移行部

ではなく、本調での実現形の一貫した弁別特徴の一部になっている。一方、このような複雑な波形

は変調には表れない。

・３声と４声の下降調は、本調でも変調でも一貫している。

・変調では、本調の２声または、５声のような複雑なピッチ曲線は現れない。

・本調のピッチ曲線が比較的安定しているのに対し、変調の実現形のピッチ1111線は、後続の音節に

よってもかなり変わる。たとえば、２声変調は高平調で実現するが、２声本調が後続するときは上

昇調になりやすい。１声変調または、５声変調は、２声本調が後続するとき、下降または上昇の曲

線になりやすい。

．（台南方言で）１声変調と５声変調のピッチ曲線は似ているが、母語話者の内省では違いがある

（５声のほうが低い）ように感じられる。

上記のような音声的違いを考慮すると、たとえばｌ声変調を７声本調と同一視するのは必ずしも妥当

とはいえない。むしろ、各変調形が、それぞれの声調の強勢を受けない位悩での実現形であると分析

する余地もあると考えられるが、本稿では、各変調形を、声澗型と伝統的な声調表記の組み合わせを

用いてたとえばｌ声変調を「l'(7)」のように表記することにする。

波形の分析はpraatを用いた。紙幅の関係上、分析に用いた語形のうち、次に’声と５声の変調波

形の一部を図４に挙げる。

２．台語の変調現象

台語において変調が生じる現象は、語句の句切りより声調グループの形成と密接に関連して行われ

るのである。その現象について従来より、鄭良偉、王育徳、洪維仁等の研究者達によって様々な議論

が繰り広げられている。そこで、本稿では彼らの論点を基にして考察してみることにする。
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王育徳（2002）は、「変調規律」について以下のように定義している。

２

変調という課題の考察を行うために、参照した先行研究を以下のようにまとめてみた。本稿ではそ

の理論概念に依拠して、考察を進める。

鄭良偉（1997）は、「愛調規律」について以下のように定義している。

台語有恨厳格，根全面性的愛調規律。同一字出現聾鯛組最後時是一個盤調，不然又是男一個聾

調。所以絶大部分的字（｢字ｊ大約等於一個単音節詞素）有本調興愛調。雨個聾調。

（"＃”表鍵調組分界，前面的音節不愛調，符跳後面的音節鳩於不同的壁調組則需壁調｡）ｐ､２８

（日訳）「台語では全体的な変調について極めて厳しい規則がある。同じ字が声調グループの簸

後に現れる時は１つの声調で、それ以外の時は、異なる声調で現れる。従って、大部分の字

（｢字」は概ね１つの単音節形態素に等しい）に、本調と変調の２つの声調がある。

（"＃”が変調グループの境目を表し、その直前の音節は変調せず、本調で現れる。記号の後の

音節は、これとは異なる変調グループに属し、即ち変調も必要とする｡)」

13.26

KＸ１

フ.283 ８．１０３ １２，弱

１‘iｍｅ（６） Ｔｉｍｅ(9)

１－３郵政 ５－３烏暗

（５声変調はｌ声変調より低く実現し、後続３声によるピッチ下降が小さい）

2-1．変鯛規律の特徴

変調という課題の考察を行うために、参照した先行研究を以下のようにまとめてみた。
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所謂「愛調的規律」－妓後一個音節（如係軽竪，則移前一個音節）保持本調（重音核所在)，

前面的音節則改愛聾調。ｐＯＯ３

（日訳）「いわゆる「変調の規則」－最後の音節が（軽声の場合、１つ前の音節に移る）本調

を維持し、（重音核であり）その本調の前の音節が声調を変えることになる｡」

洪惟仁（2005）は、「変調規律」とは“断音点，，により生じるものだと考えている。洪氏の．‘断音

点'，規則は以下の通りである。

雨個断音鮎之間構成一個「盤調串」（tonegroup)。一個盤調串的末字謂本調，其除讃愛調。婆

調串的末字為軽聾、句末語助詞時，本調移至其前字。ｐ,205

（日訳）「２つの断音点の間に１つの「声調グループ」（tonegroup）を構成する。１つの声調

グループの末音が本調で発音することになる。残りは変調で発音する。声調グループの末音が

軽声で、文末語気詞の時、本調はその前の字音に移ることになる｡」

上記３者は、「変調グループ」「重音核」「断音点で句切られた声調組」といった用語の違いはある

が、複数の音節を単位とする韻律上の単位が存在し、これを実現する仕組みがあることは共通した見

解であるといってよい。この仕組みを以下では「句切り法」と呼ぶ。

また、「変調規律」についての定義も３者いずれも同様である。次に上記研究者達の変調の音声的

実現の分析について確認したい。

１，王育徳（2002）は、本調が変調になる共通の８種類に分類し、それぞれ以下のように本調と

入れ替わると考えている。

如：ｌ盤－７聾，２盤－１聾，３聾－２聾，４盤－８聾，５盤－７盤，７聾－３盤，８盤－４聾

２，洪惟仁（2005）は、次のように考えている。

如：ｌ聾－７聾，２聾－１聾，３聾－２聾．４聾－８聾－２聾，５聾－７聾，７聾－３盤．８聾－４

聾，８盤－３聾

３、鄭良偉（1997）は、次のように考えている。

如：ｌ盤－７盤，２聾－１盤，３盤－２盤，４盤－８盤－２盤，５盤－７聾，７盤－３盤，８盤－４

盤，８盤－３聾

洪氏と鄭氏は、特に-ｈ［?］音尾の入声３（４声と８声）が「４聾（-p,-t,-k）－８藤、

２聾／８聾（-p,-t,-ｋ）－４聾、８聾（-ｈ）－３聾」になる可能性があると定義した。

述べたように、舗者は、変調した声調は、ただ元の声調のピッチに近づくだけであり、

と考える。（図５．の曲線図を参照）即ち、王、洪、鄭氏の説明のように明確に「1-7,

5-7,7-3,8-4」とは限らない。

４聾（-h）－

しかし、先に

同じではない

2-1,3-2,4-8、

2-2．変調機能の種類

次に変調の機能面について述べることとする。一般に台語の変調機能は「一般変調」と「特殊変

調」の２種類に分けられる。「一般変調」によって2字以上の何らかの綴まった語句を発話する時、語

末音以外の音節は変調規律に従って交替する。即ち、前の音節に従って変調する。「特殊変調」とは、

｢一般変調」規律と異なって、本来の声調（本調と変調）に入っていない特殊な声調だと考える。主
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に、３音節形容詞（重ね青（Gemination）／ＡＡＡ型）例:|紅〆紅紅|ａｎg射《71-ang5／|冷→冷冷Ileng2.（１）

-leng2／|暗＼‘暗暗lam3(2l-am3としての頭音に高、中、低三種類を生じた廻転音であり、または、動

詞補語や名詞句の終わりを示す際に現れる（修飾関係で名詞化になる虚詞など）軽声や、台語では特

別に扱う“仔／a2”という発音である。

2-3．一般変調

下に示す表１は、本調と変調を声調順に組み合わせ、それに応じた複合語（２字）をあてはめたも

のである。ここでは、名詞ばかりではなく、その他の品詞に属するものも挙げておいた。また、これ

らの語形の波形をpraat分析した結果を図５に簡略表記した。４声と８声の入声韻尾は「4'(8)と８，

(4)」のパターンと「4.(2)と８，(3)」のパターンをとる子音ｈに終わる場合を挙げた。

表１
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－ 峠
型

一
・
Ｊ

３
１ 2声 ３声 ４声 5声 7声 ８声

一
海１

１，(7)－１

chhunl-chhiul

春秋

１，(7)－２

khaI-chhiu2

卿手

1.(7)－３

sin1-ke3

身慣

1'(7)－４

chiaml-chit4

針織

1'(7)－５

taｎ

丹田

５

1'(7)－７

kongI-lou7
公路

1'(7)－８

kun1-hok8

軍服

２声

２，（１）－１

teng2-siI
頂司

２，(1)－２

kun2-chui2

減水

２，(1)－３

chhiuz-tho

手套

３

2'(1)－４

khou2‐ Slap

苦潔

‘１

２．(1)－５

seng 2-chin、

省銭

５

２．(1)－７

chui2-tong

水洞

７

2'(1)－８

ho2-chiah8

好食

３声

3'(2)－１

hui3-kangl
費工

3'(2)－２

am3-song

暗爽

ウ
画

3'(2)－３

chi3-khi3

志気

３，(2)－４

kim3-tap4
禁答

3.(2)－５

ai3-jin
愛人

５

３，(2)－７

phoa3-pinn
破病

７

3'(2)－８

ke3-ek8

計劃

４声

4'(8)－１

sit4‐ sln

失身

4.(2)一l

ah4-kang

鴨公

4.(8)－２

chiat4 -seng

節省

４．(2)－２

schｲーkcng

雪景

Ｚ

２

4.(8)－３

slp
４
khi3

潟気

４．(2)－３

bah4-chang

肉綜

３

4.(8)－４

koat4-chhek

決策

4'(2)－４

peh4-kakl

八角

４，(8)－５

tek4-liam5

竹雛

4'(2)－５

toh4-thau

巣頭

５

4"(8)－７

iokｲーhoe

約曾

７

4.(2)－７

poeh4-ban

八葛

７

4,(8)－８

ｐit4-lok

筆録

８

４．(2)－８

chehLjit

節日

８

５声

５，(7)－１

si5-chengI

時鐘

５，(7)－２

choan5seng2
全省

5.(7)－３

hi5-chhui3

魚嚇

5'(7)－４

mou5-pito
毛筆

5,(7)－５

liang5-teng，
涼亭

5'(7)－７

hong5-gai7
妨砿

5.(7)－８

e5-giap8
鮭業

７声

7'(3)－１

chhiulm7kha

象脚

7'(3)－２

ａｎ７－ｎａＵ

f1i鵬

２

７，(3)－３

goａ 7-tho3

外套

７，(3)－４

to7-tek’

道徳

７，(3)－５

gi7-Oan5
議員

７，(3)－７

Un7-tOng7
運動

７，(3)－８

chiunn7-oh8

上畢

8声

8'(4)－１

choatH-kau

絶交

8.(3)－１

eh8-sin1

窄身

8‘(4)－２

toklI-chiu2

灘酒

8'(3)－２

oh8-phainn

染ダ

ワ
』

８，(4)－３

chap8-chi3
雑誌

8'(3)－３

hah8-i3

合意

８，(4)－４

kut8-seh

滑雪

４

8'(3)－４

loh8-seh

落雪

４

８，(4)－５

hap8-cheng6

合情

８，(3)－５

beh8ge
萎芽

５

８，(4)－７

hak8-bun7

畢問

８，(3)－７

chiah8‐ png

食飯

７

８，(4)－８

liok8-h aｐ

六合

８

８，(3)－８

pｅ h8-bak

白目

８
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1声

2声

3声

4声

5声

7声

8声

ｌ声

１．(7)－１

－－J－

２，(1)－１

一一１－一

3'(2)－１

４'(8)－１

~、/一一

４，(2)－１

５，(7)－１

－－J一一

7'(3)－１

８'(4)－１

－､／一一

８'(3)－１

－_「

2声

1.(7)－２

２，(1)－２

３，(2)－２

４，(8)－２

~Ｖ、

４，(2)－２

５，(7)－２

７，(3)－２

－_/、

８．(4)－２

一Ｖ、

８，(3).－２

、r、
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3声

１，(7)－３

一一、

２．(1)－３

一一、

3'(2)－３

4,(8)－３

４，(2)－３

~Ｌ
5.(7)－３

一一、

７(3)－３

、/、

8.(4)－３

ノ、
8,(3)－３

－－ ｢、

図５

4声

１，(7)－４

Ｊ ~ ~

２'(1)－４

一一 、

３．(2)－４

、Iへ

４，(8)－４

~~、/へ

４，(2)－４

一Ｖ~
５'(7)－４

一 ~へ

７，(3)－４

、 j 、

８･(4)－４

一~ ､ ノーへ

８．(3).－４

－_｢へ

5声

l'(7)－５

~~ﾐﾉ
2.(1)－５

一Ｖ
３'(2)－５

、』、_ノ

４，(8)－５

４．(2)－５

'、_ノ
５，(7)－５

~~、ノ

7'(3)－５

８．(4)－５

/、ノ
８，(3)－５

、ノ

7声

１，(7)－７

－Ｖーー

２'(1)－７

一１－一

3'(2)－７

４'(8)－７

~L一
４'(2)－７

'、r~~

５'(7)－７

一 「

７'(3)－７

－Ｊ一一

８'(4)－７

= －

８'(3)－７

－ ｢ ー

１６１

８声

ｌ'(7)－８

ノ

２．(1)－８

ﾉｰｰ

3.(2)－８

４'(8)－８

~-1／へ

４，(2)－８

５．(7)－８

Ｊ

７．(3)－８

８．(4)－８

/、/、
８．(3)－８

2-4．下表（表２）は文の句切り名称と符号について、各研究者が用いた符号を表にしたものである。

本稿で筆者が使う名称と符号を最後の棚に追加した。
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表２

句切り 符競

王育徳 聾調群 ｢／」

鄭良偉 壁調分界 ｢＃」

洪惟仁 断音鮎 ｢＃」

呉幸芥 声iI1Wグループ 「｜｜」

3.複合語における変鯛現象

前述したように、台語のすべての実詞'は本調と変調を同時に持つが、本調や変調で発音するのは

句切り法によって決まる。その上、声調グループの末音は文の句切りのあるところなので、常に本調

で発音することが基本である。虚詞5が文末に世かれた場合は軽声で発音するので、本調は前の音節

に移る。声調グループの形成は主に、主述関係の主語、時間副詞、場所、単音節の重ね型、副詞など

が現れる。雅本的な句切り法の規律について、前述した鄭・王・洪の三氏の理論を以下のようにまと

め、筆者の定義としたい。

台語の句切り法は構文の構造、品詞、語菜化、情報の焦点、数字などすべてとの関係がある。句切

り点はそれぞれの実詞フレーズ（lexicalphrase，ＸＰ）の右端につける。換言すれば、このＸＰは１つ

の付加語（adjunct）で、フレーズ（XP）が修飾の成分でない限り、句切り点は必ずその右端にある

と考える。このＸＰは「実詞の範鴫」（lexicalcategory）だけを含んでいて、所謂「名詞フレーズ」

(NP)、「動詞フレーズ」（VP)、あるいは「形容詞フレーズ」（AP）と「介詞フレーズ」（PP）である

と定義される。そこで以下に、談話上に、変調現象と声調グループの形成に、実際にこのような定義

に従うかどうかを検証してみることにする。

3-1.語を単位とする場合

単独で発音された場合にどんな声調グループを構成するかを考察する。

3-1-1.複合語（二字）

複合語（2字）の場合一｜変十本Ｉ調の柵成になる。（表l）も参照

表３

風／水Ｉ風水} 1I-Iongri7i-sui21 風水

訪／間｜訪問’ 1Hong雪(1)-bun71 訪問

放／手｜放手Ｉ 1Pangr(2)-chhiu21 手を離す／ほうっておく

福／無｜福無’ 1HokwI81ki31 恵まれている

防／備｜防備’ 1Hong獄17'一pi71 防ぐ
ゆ

鳳／風｛鳳風} 1Hongｱ(3)-hong51 風風

服／装｜服装’ lHok職"l-chongll 洋服

実詞では、最小単位の声調グループが生じるのは単語または、２字複合語だと考えられる。上述の

ように岐初の音節が規律に従って変調することにより、２字で１つ声調グループとなったものは簡単

に区別できる。「風水」を例にすれば、最初の音節が変調せずにHongl-sui2という発音になれば、
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|瓜｝と｛水｜の２つ声洲グループに分けられ、結果的には「瓜」と「水」将々の箱詞となり、従っ

て「風」と｜~水」の意味は洲えて「美しい」の意味となる。

3-1-2.特殊複合語（２字)－|本十本｝調

表４

地動／｜地｜｜動Ｉ {Tc7｝Itang71 地震

頭痕／１頭｜｜癌Ｉ 1Thau5｝｛thiaIm31 頭痛

心悶／｜心｜｜剛 |Simリ１bun7｝ 鯵附しい

上記の複合語は、特殊〔主十述椛造〕の複合語であり、組み合わせても変洲せず、２字とも木調で

発音することとなる。それぞれ単字ごとに自ら声調グループとなる。

文のようにj,iLえるが、猪罰として文''1で現れる場合もやはり２つの声調グループに分かれる。

3-1-3.複合語（３字以上）

複合語が２字以上となる慣用語、間有名詞・機|%陥称などの場合は、意味上の句切りがない限り、

まず字義を考え、全体的な111F矛盾性を盤えながら、句切り条件に従い、声調グループを作る。その上

で、本調または、変調に変えることになる。その条件として洪惟仁（2005）ｐ､222は以下のように定

義をしている。

「節律訓」（prosodicw()ｒｄ/ＰＷ)，節作詞的境界即為断音鮎所在。節律訓的字倣有限一'lllIil「節律

詞」原則ｋ山雨佃「撒歩」（fbot/F）組成，以|ﾉM字格為原則，一個韻歩雌少一宇，所以一個節律

詞妓少不能低於二字。側一個散歩（F）最多可以加大到三学．洲之「超火撒歩」（supGl､ibot/SF)。

′但一個節律訓（ＰＷ）雌多五字．｜川為六字可以組成三個韻歩。

「(I]訳）「韻律語」（prosodicword/ＰＷ)、「韻律語」の境界は断音点（ｲり切り）にある。「散律

語」の字数は限られている。１つの「韻律語」は原則的に２つの「甜脚」（fbot/F）から成り、

４字を原則にして、１つの「制lMI」は妓少1字である。１つの「韻律語」は岐少２字より少なく

はならない。しかし、１つの馴脚（F）は娘多で３字まで卿やすことができる。これを所詔

「スーパー韻脚」（superloot/SF）という。111し、１つの「韻律語（ＰＷ)」は雄大限は５文字ま

でで、６字の場合は３つの韻脚を柵成することができる｡」

即ち、下記の似１６で示すような構成となる。

図６

Ｆマ

韻律語

(４字を原則

妓小２文字、妓大５文字まで） ＜
韻脚

(峨小１文字、雌火３文字まで）

韻脚

(最小１文字、雌大３文字まで）
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しかし、「６字の場合は３つの韻脚を構成することができる」という結論では、韻律語が2韻脚から

成るとする最初の定義と矛盾すると思われるので、筆者は６字の場合は「３音節韻脚が２個のｌ韻律

語」になるか、あるいはこれらの３つの韻脚が２音節と４音節の２つの韻律語に分割されると思料す

るものである。以下に例を挙げて説明しよう。６字以上となるのは、「国立台湾大学」と「台湾日本

語言文芸研究学会」の２例である。また、５字以下でも２韻律語に分割される場合がある。

又、3-1-2.特殊複合語「地動／|地｝{動}」のように、各１字で１つの韻律語となる場合もあり、こ

の説の反例となっている。

3-2.名詞の場合一|変十本／変十変十本／～}調

表５

|高雄聯Ｉ 1Kor(7)-hiongs(7)-koan71 高雄県

|身分鐙’ ISinl.(7)-hunγ(3)-cheng31 身分証明書

|郷公所｝ 1Hiongr(7)kongr(7)-sou21 区役所

|中華民圃｝ lTHongr(7)-hoま(7)-bins(7)-kok4l 台湾国号

|高雄瞥肇院Ｉ {Kor(7)-hiongs(7l-ir(7)-hak8f(4)-inn71 学校名称

|戸政｜｜事務所Ｉ {Houｱ(3)-cheng31｛suγ(3)-buγ(3)-sou21 戸籍届

|圃立｜｜台濁大畢Ｉ 1Kokl.(8)-lip811tai5.(7)-oans(7)-taiγ(3)-hak81 国立台湾大学

|台潤｝｜日本語言’ ITais(7)-oan511jit
ｇ(4)

-pun
２(1)

９i霞(1)-gian51 台湾日本語言文芸研究学会

|文蕊研究｝｜畢曾’ Ibuns(7)-geｱ(3)gianzIl)-kiu31Ihak厭(4)-hoe7｝

|李白Ｉ {Lizo)-pehIIl 唐朝詩仙

|呉陽清Ｉ lGous(ｱ)-iunn5.(7)-chhinnl｝ 一般姓名

|司馬｝｛遷｝ 1Sur(7)-mai21Ichhian51 西漢史学者

{獣陽｜｛非非Ｉ IAulw)-iong51｛huil.(7)-huill 台湾出身の歌手名

例の「高雄瞥単院」（固有名詞）とは、高雄という地方名に首府医学院の名称が結合されているの

で、句切らず、５文字で１つの韻律語となる。もし、｜高雄｝｜瞥畢院’（普通名詞）の２音節と３音

節の韻脚を分ければ、高雄にある「～医学院」のことを表す。

他に、｜戸政｝｜事務所｝は５文字を２音節と３音節、｜司馬｜｜遷｝は３文字を２音節と１音節など、

２つの韻律語に分割されるが、必ずしもそうなるとは限らない。２語とも、話者によって、各１韻律

語「|戸政事務所|、｜司馬遷}」で発音することもできる。同馬避｝は２字から成る複姓だが、名前

と合わせても三文字のため、ｌ韻律語で発音する場合がよくある。

さらに、台湾の地名の例を見ると、地名の由来が史実にある場合や、その山地、谷間、丘の地形の

位置、または所在地の特殊な天然の地形からくる場合もあるが、全ての地名は二字とは限らず、｛太

麻里}、｜瑛仔卿}、｛観音山|、｜東勢角｜のように三字で、句切らず１韻律語となるものも比較的多い。
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3-3.動賓構造（動詞十目的語）の複合語一{変十変十本|調

表６

これらは〔主十述構造〕で構成され、名詞複合語として用いられるが、動詞としても扱うことがで

きる。本来の主述関係規則とは異なり、どんな構文に入ってもｌ語でいられる。動詞と目的詞の間は

決して句切られない。

3-4.述補複合語一{変十本}調／|本|調十軽声

台語の変調現象について

3-5.重ね型形容詞

3-5-1.ＡＡ型形容詞（２音節の重ね型形容詞)－{変十本}調

ＡＡという形態は名詞、時間詞、数詞、量詞、形容詞、副詞等になることができ、いずれも変十本

調の構成となる。

述補複合語は一般に“看破,，のように「動詞十動詞」の結合であるか、又は“放大，，のように「動

詞十形容詞」の結合である。即ち、後ろの動詞や形容詞は動詞補語として働き、動詞動作の結果や状

態を表す。２語から成る複合語は動詞単位であり、文においては述語として用いられる。

２字の間に他の成分を差し入れることも可能であるが、この場合は複合語ではなく、構文と見なし。

§4-5-2.でさらに述べることにする。

上記の例は、普通の言い方では｜変十本Ｉ調で発音するが、仕方ないまたはしょんぼりした気持ち

で言うとき、後続の補語は軽声で発音することもよくある。

表８

|食酒酔Ｉ IChiah8(3)-chiuz(1)-chui31 喝酔酒／酔っ払う

|食頭路Ｉ IChialf(3)-thaus(7)-lou71 上班／工作／就職すること

{門闘熱Ｉ ''1ｾ,u3r(2)-lau7(3)-jiat8｝ 湊熱闘／仲間入り

看破 |Khoann3．(2)-phoa3l

lKhoann31phoa
０

放棄 放棄（諦めた）

放大 lHong
3.（幻

-toa71

lHong31toap

誇張 誇張（大ほら吹き）

烏Ｏｕ１

焼Ｓｉｏｌ

l烏烏ｌＩＯｕ

ｌ焼焼ｌｌＳｉｏ

１．<7）

1.(7)

-oul｝

-siol｝

々
々

黒
熱

冷Leng2
醜Ｂａｉ２

|冷冷IILeng2f(1)-leng2｝
{醜醜lIBai2.（１）-bai21

冷冷

醜いこと

笑Chhio3

破Phoa3

{笑笑lIChhio3(2)-chhio3｝

|破破lIPho濠(2)-phoa3｝

微笑み

ぼろ

漁Sipイ

潔Siap4

{潔撫｝｛Sip4'(8)-sipｲＩ

{潔認｝ISiap
4.(8)

-Slap ４｝

湿っぽい

渋味
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紅ＡＩ'9５ |紅紅｜｛Ang5.(7)-ang5l

黄Ｎｇ５ l黄黄IINg5wl-I'９
５

厚Ｋａｕ７ l厚厚lIKauｱ(3I-kauｱＩ

醤Ｋｕ７ 1奮奮lIKu7m-ku71

俗Sioh8 1俗俗lISioh鮒(3)-sioh81

滑Ｋｕｆ |滑滑lIKut厩１１１－kutl，Ｉ

呉 幸芥

赤っぽい

黄色っぽい

厚いこと

古くさい

安いこと

滑々

3-5-2．ＡＢＢ型形容詞一｛変十変十本｝調

表９で示したものはＡＢＢ型形容詞の用例である。この場合、一般に［変十変十本調］のパターン

をとることが多い。

表９

烏・ｍａ－ｍａ |烏ma-mal {Our(7)-ｍa’(')-ｍa2１ 真っ黒

冷・岐岐 |冷岐肢Ｉ lLengz(')-ki１．(7)-ki'｝ 冷たい

軟・snn-sim {軟sim-siml lNng霞(ｌ１－ｓｉｍ薮(2)-sim3I ふわふわ／柔らかい

暗・s6-s6 1暗s6-s61 1A、:Ｉ．(2)_so扇(7)_so5１ 真っ暗

閥・獅獅 |閲獅獅｝ lKhoahｲ．(21-sair(7)-saill 平広い

黄・gim-gim l黄gim-giml lNg3､17)-gim3I2l-gim3I 鮮やかな黄色い

Ｔ６ｎｇ・澗澗 ITeng個澗Ｉ {Tengr(7)Lkhok鰍(4)-khok8｝ 硬い

熱・渡渡 {熱渡溺 IJiat8Ⅷl-kun露(1)-kun21 あつあつ

これら３音節の形容詞複合語は、常Iこものの状態や様態や性質などを形容し、句切られず、自ら１

つ声調グループとなる。しかし、同じＡＢＢ形容詞重ね型の組み合わせの時であっても、最初の一字

Ａが名詞の場合は変調せず、後ろの形容詞重ね音節のＢＢのＢだけが変調する。これはとりもなおさ

ず複合語（２音節の重ね型）の変化規則と同様である。それを表にしたものが、次の表１０である

3-5-3．「名詞十ＡＡ型形容詞｣－|本十（変十本)|調

表1０

卿・践暁 ＩｌＷＷｌｌ躍焼Ｉ lKhaIIIkhiaur(7)-khiauIl

手・短短 |手｜｜短短Ｉ IChhiu211te富ｉｌｌ－ｔｅ２ｌ

聯・臭臭 |職｜｜臭臭’ 1Chhui311chhau3I21-chhau31

巣・闇間 |巣｜｜悶悶Ｉ ImohillKhoah聯(2)-khoah41

毛・長長 |毛｜｜長長Ｉ IMng‘lItngs(7I-tng5I

耳。重重 |耳｜｜重重Ｉ IHi711tang7(31-tang71

葉・白白 |葉｜｜白白Ｉ I1ap81Ipeh獄(3l-peh81

肉。滑滑 |肉｜｜滑滑Ｉ lBah811kut州)-kut8｝

足が曲がっている

手が短い

口が臭い

テーブルが平広い

毛が長い

耳が遠い

葉が白い

肌がすべすべ

「名詞十ＡＡ型形容詞」の場合は、表９にみられるように２つの声調グループに分けられているこ

とから、２韻律語であると考えられる。構文論上も、複合語というよりは〔主述関係〕のある2語か
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ら成る文と取り扱うべきである。従って、表９の例文では述部の重ね型形容詞のみが、複合語である。

3-6.動詞の重ね型の場合

3-6-1.複合語でない単音節動詞が連続する場合一|本十本十本}調

表1１

|衝｝｜衝｝｜衝’ lChhiongllIChhiong1llChhionglI

{走ｌｌ走｜｜走｝ 1Chau211Chau21IChau21

lmai311mai311mai3｝ 1Mai311Mai311Mai31

|殺｜｜殺｜｜殺Ｉ 1Sat411Sat411Sat41

I無｜｜無ＩＩ 1Bo511Bo511Bo51

|動｜｜動｜｜動’ 1'Ibng71I'Ibng71ITong71

|食｝｜食’１食’ 1Chiah811Chiah8lIChiah81

走れ～走れ～

早く走れ／離れ／退け～

不要／いらない／勧誘の禁止

桶々しくて‘怖い雰囲気／殺気

ないと言った～ないよ

早く動け～動け～

何もせずにただ食べてばかり

上記のように単音節動詞が連続する場合は、字と字が、それぞれ自ら１つの声調グループになって

いて、変調しない。だが、語として最小単位を示すことはできるが、複合語にはなれない。従って、

このように単独で現れる動詞はたとえ三回繰り返して言っても、ただ形態上が3音節形容詞と似てい

るだけで、性質的には全く違うものである。一般には、興奮、怒りあるいは焦り等の状況をより一層

強調する言い方として用いられる。声節自身は単独の存在で決して連音しない。３度か４度、繰り返

して言うことができる。但し、いずれも本調で発音しなければならない。名詞の場合は、特別な場合

でなければ、滅多に使われない。つまり、これはｌ語ではなく３韻律語から成る文である、というこ

とが発音からわかる。

3-6-2.ＡＡ型動詞（単音節の重ね)－１変十本}調

表1２

|端端Ｉ 1ChuanzIl1-chuan21 梢微（有鮎）端 ちょっと苦しそうに呼吸する

|笑笑Ｉ IChio訂(2)-chio31 帯鮎笑容（微笑） 微笑み

動詞を重ね型にすると「ちょっと～」を意味し、それほど強調的な意味は表さず、短い時間の動作

を表す。ここでの、“笑笑”は、名詞の「微笑／微笑み」としても用いられるが、この場合声調は変

わらない。

3-6-3.ＡＡ型動詞十語気助詞一{変十本}鯛十軽声

表1３

|看看leo lKhoann:w(2)-khoaml31eo 行ってみよう

|篤篤|例 ISiazI1l-sia211eh
0 時間があれば～／さぁさあ普きなさい（催促）

|行行|卿 lKiannsI7l-kiannslleho (目的なく）散歩でもしようか

表13にみられるように語尾に軽声の語気助詞を用いると、上述した述補動詞のように動詞補語とは
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ならないため、語気的には強制ではなく「～でもしようか」という表現になる。

3-6-4.ＡＡＢ型一述補動詞一|本}調十軽十軽声

表1４

＊|出|出去 -面耐TE而5冒雨一~Z ~ ｺ ﾗ ｰ ﾆ而帝一一

AAB型一述補動詞一{変十変十本}鯛

|出出去} 1Chhut4．(8I-chhutI18l-khi31 強調

述補動詞は一般に声調グループをなすが、軽声で補語を発音すると特殊な意味になる場合がある。

3-6-5.ＡＢＢ型一述補複合動詞一{変十変十本}鯛

表1５

|吃了了Ｉ lChiah献(3)-liauz(')-liauzl 残さずに食べてしまう

|行透透Ｉ 1Kiann5w)-thau3(2)-thau31 (隅々／あっちこつち）歩き回る

|煮便便’ 1Chu霞(l1-pianｱ｛31-pian71 作らせてもらった（全て用意してもらった）

この場合、動作の結果の全てを表す。述補複合動詞なので、動詞と補語の間は句切られない。

3-6-6.ＡＡＢＢ型一動詞一|変十変十変十本}鯛

表1６

|出出入入Ｉ lChhut0(8)-chhutwI8ljip厩(‘Ijip胤’ 出たり入ったり

|来来去去｝ 1Lai獄(7)-lai3I71-khi駁Iz1-khi31 行ったり来たり

|起起落落Ｉ 1Khi塚(')-khizIl)-loh8,I3I-loh81 浮いたり沈んだり

同時間に動作の反復を強調する。従って、重ね型式は正反の字義の語素で組み合わせた動詞となり、

常に１つの声調グループになる。

3-7.数詞

番号や数字は助数詞や位数が入っていなければ、２桁、３桁ごとに句切るのが一番自然である。そ

の上、稀号や数字は、常に文白異読をとり、とり混ぜて発音するのが特徴である。一方、数詞には百

以上の場合は千、万、億の単位ごとに句切り、それぞれ声調グループを作る。電話番号の場合は、ま

ず区域番号や局番号を１つないし２つの声調グループに分け、後ろの番号は、２，４桁または３，３

桁で分けるのが普通である。即ち、数字や番号はリズムを重視し、覚えやすい方法で発音しても構わ

ないのである。そこで、各句切り点を基にして、変調規律に従い、本・変調を発音することとなる。

下表１７に「768万５千」を発話するときに、位数の万と千を加えて発話すると、６字になる。それ

を、原則により、単位ごとに句切りすると’768万｝’５千｜を４音節と２音節の２つの韻律語に分割

されるはずだ。しかし、「768」を実際に発音すると千の単位に満たないのでl韻律語で発話する。即
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ち、５モーラの「七百六十八」の５字であって、単位の「蘭」がつくと「七百六十八葛」と６字とな

る。この「七百六十八蔦」は、句切りすることができない「スーパー韻律語」となる。その上、

｢七百六十八蔦」に「"本"／冊」や「"人''／人」や「"隻"／匹」などの助数詞が付くと、’七百六十八

寓本|、’七百六十八寓人|、’七百六十八寓隻｜のようになる。助数詞は常に先行の数詞と結合され、

単独では現れないので、既に６文字の韻律語にも関わらず、その後に助数詞を付けると、７文字で韻

脚を分けない、特殊な「超スーパー韻律語」となる。

表1７

上述した例にアラビア数字で書かれた“627”のような数詞の場合は、助数詞が入っていなければ、

発音の仕方は自由である。数字が3文字以上と長い場合はリズムに合わせるが、位数ごとに句切りす

る必要がある。

しかし、漢数字の場合は以上のような規則を外すと、全く違う意味になる。例えば、最初の例

'四十五}を'四’’十五｝に２つの声調グループに分けると、「四」と「十五」という２つの数字の話と

台語の変調現象について

'四十五Ｉ 1Sir(2)-chap1.(8)-gou71 四十五（45）

'八薦’’七千’

'八脚七Ｉ

'八蕊（｜｜）零七Ｉ

{Poehｲ．(2)-ban7｝Ichhitw(7)chhengIl
{PoGh4．(2)-ban7(3)-chhit1I

IPoeげ(2)-banγ(3)(｜｛)-khong3(2)-chhitlI

八寓七千（８万７千）

八寓七（千）

八寓零七（8007）

|雨百六十七’ {NngｱI3lpah
4.(2)

lak
8.(ｲ）

-chap8.(ｲ)chhitll 雨百六十七（267）

'三億’’五千薦Ｉ {Sannr17)-ek1lIgou7I3l-chhianr(7)-ban7１ 三億五千万

'五千’’六百二十’ {Gouｱ(3)-chheng ll-lak厩(ｲlpah帆２１ji7(31-chap‘’ 五千六百二十

'七百六十八蔦’

'五千｝

lChhitl.(7)-pah
4.<２

{gou7(3)-chheng

-lak
ｇ（４）

-chap8r"lpoeh4.(2)-ban7１ 七百六十八万五千

(768万５千）

'三十八蔦’’五千Ｉ

'七百二十六Ｉ

ＩＳａｌｍｌ‘(7)-chap8(4)-poehr(7)-ban7１

Igouｱ(3)-chhengll

{ChhitrI7)-pah‘.(2)jiγI3I-chap8(ｲI-lak81

三十八蔦五千七百二十

六／三十八万五千七百

二十六

627 lLiok8.(ｲ)ji7(3)-chhitl

ILiok脈(1)-pah4w2)-ji7(:')-chap8wchhitII

六二七六百二十七

20-10 {Jiｱ(3I-khong311it‘・側-khong31 二零－零

12-00

皿
一
型

11tｲ．(8)ji711khong3r(2)-khong31

lChhengr(7)ji71

{ChiI,職")-chhengIllniuど(')pah4l

零
百

零
雨

二
二
千

一
千
一

000-315 llqlong3(2)-khong薮I21-khong311samr(7)it‘．帆)-ngou
２

零零零三一五

68-05-14 lLiok駁(ｲl-pat4｝Ikhong3r(21-ngou211itv(8)-su3｝ 六八零五一四

06-278-5123 lKhong3.(2)-ljok8｝Ｉｊｉ７(3)-chhit
IngOU霞('１－it‘.(8)jiｱ(3)-SannII

4.(8)

-pａ t‘} 零六二七八五一二三

06-27-85-123 lKhong訂１２)-liok8｝（jiｱ(3)-chhitｲlIpatｲ鴫’-,9Cｕ
lchit8.")-,,9ｱ(3)-sannll

⑦
』

零六二七八五一二三

(09-39)-33-6872 lKhong3(2)-kiu211samI.(7)-kiu
lsam3I2I-sam3111iok

『(4)

-paｔ
4.(８

-chhit
4.(8)

ji71

零九三九三三六八七二

(09-39)-336-872 lKhong3I2)-kiu2｝IsamrI7)-kiu

lsam3(2)-sam3(2)-liok811pat
4.(Ｉ

-chhit
１．(8)

ji71

零九三九三三六八七二

(09-39)-33-68-72 1Khong3.(2)-kiu21｛Ｓａｍ'｡(7)-kiu21

1sam3(2)-sam3｝Iliok剛(ｲ)-patｲIIchhit‘.(8)ji71

零九三九三三六八七二
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なる。

または、次の例のように最商の位数からしか発音しない場合もある。即ち、数字ゼロの位数は発音

されず簡略化され、１韻律語が本来の４音節から２音節に省略される発音方法となる。

．「120／一百二十／百二｣－|Chit8r(4)-pahｲ．(2).jiｱ(3)-chap↓|／lPahｲ‘②ji71．

.「1200／一千雨百／千二｣一lChit8(4)-chhengr(7)-niu慾(ll-pahIl／lChhengl､17)ji7}．

。「12000／一寓雨千／寓二｣一lChit豚(1)-banγ(3)-niuz(')-chhengl|／lBan7.(3)ji71．

しかし岐初の数字がlでなく、２以上の場合は発音しなければならない。次の例のように２韻律語

から１韻律語になることもある。

。「87000／'八葛’'七千|／'八寓七|」一lPoeh412)-ban711chhitr(7)-chhengl|／IPoehｲ’(2).banγ(3).chhitll．

さらに、’八菖七（87000)｜は日本語では、「八万七／80007」の意味に取られるので、漢数字だけ

で普くと誤解される可能性がある。

そこで、台語では「80007」は位数で足す正しい発音すると

lPoehw(2)-ban7(3)-khong:(2)-chhit1lまたは、|Poeh4.(2)-ban71lkhong312)-chhitllとなる。

台語では３ケタ以上の数字に、冒頭数字と尾数字の真ん中に“0”しか存在しない場合は“0'，／

lkhong31を一回発音しなければならない。即ち、｜冒頭数字十位数（｜｜)＋"0'，／khong3＋尾数字}

３音節で発音する。以下挙げた例のように、

．「四蔑零三／2003｣一lSi3(2)--ban７（｜｜）khong3I2I-Sannll．

．「二百零五／205｣一lNiu霞(''一pahr‘2)(｜｜）khong3f(2)-gou7l．

4.栂文における変鯛現象一フレーズを単位とする場合

声調グループのまとまり（韻律語）は、語の境界を越えた句のまとまりをも示しうる。但し、語の

内部にある韻律語の境界は、句のまとまりを示す語の間の句切りがなくなっても影響を受けない。つ

まり、栂文論上の語と語の間の境界に声調グループの境界がないことでこれらの語が何らかの句のま

とまりを構成していることを示しているのであり、声調グループそのものが句に対応するわけではな

い。ここでは、どんな句のまとまりが声調グループの句切りがないことによって示されるかを考察す

る。

4-1．品詞との間は常に句切りを行う場合

時間副詞は、名詞の前でも動詞の前でも必ず句切る。他の副詞については4-6-1.に述べる。

41-1.時間副詞十名詞

ｌ）｜Char(8)-hngllllauｱ(3)-sullItiγ(3)-hak8."I-hau711chioh41eo．

｜昨昏’｜老師Ｉ｜件畢校Ｉ｜借｜的。

〈先生が昨日学校で借りたのだ｡〉

２）ＩＥｱ13'一hngllIpenざ崎I-iu聾lIbeh“l-lai51．

｜下昏 }｜ 朋友｝Ｉｂｅｈ来 '。〈今晩友達が来る ｡〉

"昨昏，，や“下昏”または“単校，’は事件が起きた時間、場所を情報焦点として表すので、時間詞と

場所詞として単独の声調グループとなり、ＮＰの直後に句切りをしなければならない。

.‘的”は動詞“借”の直後に置かれ、“借的”と名詞化するので、軽声で発音しなければならないこと



台綿の変調現象について

から、従って、“借”は本調で発音することになる。

４２．後続のものとの間で常に句切る場合一名詞

名詞は、後続するものとの間で常に句切られる。名詞に後続するものは、次のように

4-2-1．主語名詞十（＋助動詞）＋動詞：主語となる場合

4-2-2．名詞十的十名詞：所有名詞句

4-2-3．名詞十名詞：列挙される場合

4-2-4．名詞十介詞“及／kap”＋名詞：列挙される場合

4-2-5．（介詞／動詞十）補語名詞十動詞句／介詞句／語気助詞：勤補構造の補語名詞

があるが、いずれの場合も句切りがおかれる。
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4-2-1．名詞十動詞“是”：主語となる場合

３）ILims(7)-ti3(2)-bi211siｱ(3)jit8(4)-punz(l1-lang5l．

｛林智美Ｉ ｜是日本人 }。〈林 智美は日本人だ ｡ 〉

“林智美”とは特定の人を指す人称名詞なので、単独の声調グループとなる。“是”は判断、説明を

表す動詞であるが、常に後続の述語文と繋がり、変調する。

３a）IBi2｝ISiｱ(3)-9Ca霞(1)-e5.(7)-ho2Ⅷ)-pengs(7)-iu21．

’美｜｜是我的好朋友 '。〈美は私のいい友達だ ｡〉

３a）の例に主語である特定人称の“美”を、例ｌ）と同様の人物だと設定して考えると、３a）には

単音節になっていてもｌ韻律語になれる。要するに“阿美”という２音節になっても、“林先生（林

智美)”という３音節になっても、特定人称名詞であるため、単独の声調グループとなって、後続文

と句切りしなければならない。また、３aの例文では、後続の述語文に動詞の“是”は常に後続文と

結合され、さらに助詞“的”も前が代名詞であるため、６文字全てが１つの声調グループとなり、句

切らない。

４）｜'mis(7)-paki｝ＩＳｉ7.(:')-tai5.(7)-oan511e5.(7)-siuz(')-toull．

｜台北｝｜是台濁 }Ｉ的首都｝。〈台北は台湾の首都だ ｡ 〉

"台北”は主語であるが、場所詞でもあるので、単独の声調グループになり、文に句切りをしなけれ

ばならない。

"的”は「"～的”＋名詞」の形で、修飾語を名詞の前に加えるときに用いる。その前に代名詞がなけ

れば、“的”の前で必ず句切りし、後続文と１つの声調グループになる。

５）ILang511siｱ(3)-ban7(3)-but8(ｲ)chil.(7)-leng51．

’人｝｜是 蔑物 之溌 '。〈 人は万物の魂〉

主語の“人，，が単独の声調グループをつくり、本調で用いられ、この場合「人」は、特定の人を対

象とするのではなく、広く人類一般を指す。

4-2-2.

6）

名詞十助詞“的''：所有名詞句

lThau5･'7)-kelIle5.(7)-chhia1｝lsiγ(3)-chin藤12)-khau21eo．

| 頭家 }｜的車｝｜是進口｝的。 <社長（親方）の車は輸入車だ｡〉
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"頭家的車”は主語であるが、“頭家”は人を特定する人称名詞であり、“的”は「～的十名詞」の形

で、助詞として所属関係を表しながら、後ろの名詞を修飾する。だが、主語は２つの声調グループに

分ける。語尾の“的”は述語を肯定する接尾語であるが、モダリディーを表す用語とも考えられ、軽

声で発音する。

７）ITan5-siano-sinnolIe訂17)-chhu311chinr(7)-sufllchinr(7)-tCaｱ(3)-kengl}．

’陳先生 }｜的間｜真水’｜真大間 '。

〈陳さんの家は広くて締麗だ｡〉

“陳先生”の“先生”は敬称で付属語として特殊な軽声となるため、“陳”は本調で発音する。“真

水”“真大間”は列挙的な説明なので、それぞれ単独の声調グループとなる。

4-2-3．名詞十名詞：列挙される場合

８）｜hauｱ(3)-tiunn2lllau7I3l-sullIhak厭(4)-sengllItak8w-kellIlong雪(1)-beh4.(2)-khi31．

｜校長}｛老師｝｜畢生’｜逐家｝｜撤（｜｜）ｂｅｈ去'。

〈校長先生、先生、学生皆行く〉

“校長”・“老師”・“畢生”という名詞を列挙する場合も、後続の名詞との間は必ず句切りをしなけ

ればならない。

“撒”は副詞であり、みんな、全ての意味として用いられる。特に強調しない場合は、句切りが任

意である。本調か変調で発音するかもその条件次第で決められる。

4-2-4．名詞十介詞“及／kap”＋名詞：列挙される場合

８a）｜hauγ(3)-tiunn2｝lkap4.(2)-lauγ(3)-sul｝lkap4.(2)-hakg(4)-sengllItak8.(4)-kell

Ilongg(l1-beh靴(2)-khi3I．

｜校長｝｜及老師 }｜及畢生｝｜逐家ｌ

Ｉ撤（｜｜）ｂｅｈ去}。

〈校長先生、先生、学生皆行く〉

名詞十介詞“及／kap”が列挙される場合、最初の名詞のみ変わらずに単独の声調グループとなる。

後続の名詞は、それぞれ“及／kap”と結合され、１つの声調グループとなるが、語の内部にある韻

律語の声調は変わらない。

4-2-5．（介詞／動詞十）補語名詞十動詞句／介詞句／語気助詞：勤補構造の補語名詞

９）｜'nli3(2)-tai5.(7)-pakｲllcheγ(3)-sinr(7)-kan3(2)-soann311kau彦(ll-kor(7)-hiong51

１封台北’｜坐新幹線｝倒高雄 l

Iaiz(')-2-tiam2Ⅷ)-chengll．

｜愛2鮎鐘'。

〈新幹線で台北から高雄まで２時間かかる｡〉

９a）｜Cheγ(3)-siIlI(7)-kan駁(2)-soann311'nli邸(2)-tais(7)-pakｲ｜｛kauz《')-kor(7)-hiong51

Iai2r(')2-tiam富!')-cheng1l．

｜坐新幹線 ｝ ｜ 封 台 北 ’ ｜ 到高雄’
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｜愛2鮎鐘|･

〈新幹線で台北から高雄まで２時間かかる｡〉

“封”（～から)、“到”（～まで）の「から」や「まで」は、日本語では始点一終点を表す格助詞で

あるが、台語では、介詞や動詞とも言える。この場合これらは常に変調し、後続の述語の時間や場所

と結合し、１つの声調グループを構成する。“坐”が表す意味は、日本語では手段として表す格助詞

となるが、台語では、動詞となり「(乗り物に）乗る」の意味を表す。この場合も声調は常に変調し、

後続の述語の道具や方法と結合し、１つの声調グループになる。“愛ai2”は動詞で「必要とする」の

意味を表すが、“愛ai2”はまた助詞と同様に常に後続の名詞と1つの声調グループになる。

９）と9a）の例は語順を変えてみたのだが、結果、意味焦点も変わらず、本来分割されている韻律

語の構造も内部の声調も変わらないことがわかる。この2例では、始終点の場所、費用、時間よりは

手段（乗りもの）のほうに全体的な焦点があると考えられる。

１０）｜'nli3.(2)-tais(7)-pak4lIkauz(1)-kor(7)-hiong511uｱ(3)-chiokｲ．(8)-choeｱ(3)-kengll

I 封台北Ｉ｜到高雄 }｜有足 c h 6 e 間 ( ｜

｛jitg側)-pun雪Ｉｌ１ｇｉ霞(1)-gian511hak8い-hoe71．

（}日本語言｜|肇曾'。

く台北から高雄まで日本語学会が多い｡〉

“有”は動詞であり、目的語が主語に所有されるという意味を表す。単独で現れなければ、常に後

続の名詞、動詞、形容詞、副詞などと1つの声調グループになる。“足”は副詞で「とても／非常に」

の意味であり、“ch6e”は形容詞で「多い」という意味である。結合した“足ch6e”の変調を伴って、

後ろの名詞“間”を修飾する。だが、“間”は句切りすることができない。また、‘‘日本語言畢含”の

ような長い名詞句の場合、語意や本来の声調が影響されない限り、単語とし声調グループを作る必要

があると考えられる。

4-3．代名詞

代名詞は構文論上は名詞とほぼ似た位置に現われる。しかし、代名詞は名詞と異なり、後続の動詞

や“的”等と結合する場合がある。即ち、「人称代名詞」として用いられる「体、我、伊、玩、悠、

ﾛ自」などは主語になれるが、他の名詞のように単独の声調クループは通常はつくらない。そしてこれ

らは強調形でなければ、常に変調し、後続文と結合される。逆に、単独で声調グループとなる場合は、

強調形と解釈される。

4-3-1．代名詞十動詞“是”

１１）’１１Ｗ)-siγ(3)-aul.(7)-iong511huil.(7)-huilI．

｜伊是欧陽 ｝ ｜ 非 非 '。 〈 彼 女は欧陽非非だ ｡〉

後続の名詞自体が複数の声調グループから成る場合は、最初の音節のみ結合し、声調は変わらない。

１２）｜Chitr(7)-siγ(3)-irI7)-e51.

｜ 這 （ ｜ ｜）是伊的 }。〈これは彼のだ ｡〉

指示代名詞の場合にも、特に強調する場合では、本調で発音し、１つの声調グループとなる。そう

でなければ、常に後続のものと結合する。
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しかし、１１)、１２）の例のように疑問句として用いられるとき、後続の述語が省略される可能性が

ある。そこで「|伊是｜～／彼は～｜・「|這是｝～／これは～|」となり、「代名詞十“是"」の構成は、

１つの声調グループになり、“是”を本調で発音する。

4-3-2．代名詞十助詞‘‘的”

１３）’1『(7)-es(7)-chhiu211our(7)-oull．

｜伊的手’｜烏烏 '。〈彼 の手は真っ黒だ ｡〉

１４）’1r(7)-e5.(7l-heng郡(2)-chhu311si7(3)-thiannl.(7)-ｉｍｌ.(71-gak8l．

｛伊的興趣｝｜是聡音梁 '。〈彼の趣味は音楽を聴くことだ ｡〉

１５）lGoaz(')-pak4.(8)-tou2.(1)-thiann31．

’我（的）腹吐痛 '。〈私は腹が痛い ｡〉

“腹吐揃”は〔主述柵造〕の複合詞なので、句切りせずに変調で発音することになる。“的”は省略

されてるが、主語が代名詞のため、省略されなくても複合詞と結合していて、１つの声調グループで

あり、声調は変わらない。

l5a）IGoa211pak4.(8)-touz.(')-thiann31．

｜我｜｜腹吐揃ｌ

ｌ５ａ）は対象を強調するため、“我”は単独の声調グループになる。即ち、〈お腹が痛いのは「私」

だよ>、と他の誰でもないことを表す。従って声調は本調のままで、語気を強くし、特定の主語を強

調する。

１６）ILi211Goa2111llIlongz(')-ber(7)-Sai21.

｜作｜｜我｜｜伊｜｜瀧（｜｜）ｂｅ側。〈あなた、私、彼、みんなだめ～〉

代名詞も列挙する場合は、後続の代名詞との間は必ず句切りをしなければならない。

4-3-3．代名詞十介詞“及／kap”＋代名詞：列挙される場合

１６a）ILi2(')-kap4.(2)-Goa21Ikapv(2)-Illllongz(l1-ber(7)-sai21．

’体（｜｜）及我｜｜及伊}｜搬（｝｜）ｂｅ使lo

l6a）に介詞“及／kap”を用いる場合は、韻律語の柵成は名詞と異なる。代名詞であるため特別

な対象強調でなければ、常に後続品詞と結合される。しかし、この例では、列挙された代名詞と代名

詞の間はそれぞれ“及／kap'，と結合しなければならないが、最初の代名詞しか声調変化しない。

4-4.次の語との間で通常は声鯛グループをなすもの

介詞句内の介詞と名詞の間、名詞句内の助数詞／形容詞と名詞句の間、動詞句内の動詞と名詞句の

間のように、特定の榊造内で常に後続の語との間に句切りをおかない語がある。これらの場合も、後

続の複合語内部の句切りはそのまま残るため、声調グループに含まれるのは後続語内部の最初の韻律

語だけである。

4-4-1．介詞十名詞

１７）ITiγ(3)-houｱ(31-cheng311suγ(3)-buγ(3)-sou2｝Ichiah8.(3)-thau517l-lou71．
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｜ 仔戸政’剛務所 }｜食頭路 '。

〈戸籍事務所に勤めている｡〉

１８）｜Ti7I3l-hak8.(4)-hau711chiohw31-chit8.(4)l-pun2w(lI-chheh1lIkhoann31．

｜件畢校｝｜ 借一本冊Ｉ｜霧 '。

〈学校で借りた本を読む｡〉

“件”は後続の述語の時間や場所などの介詞として用いられる。台語では、このような語に続く連

語や介詞は通常変調し、後続文と１つの声調グループになる。

4-4-2．助数詞十名詞

１９）IChit8w-es(7)-lang711ti7(3)-hiall．

｜一個人｝｜件hial。 〈一人はそこにいる｡〉

２０）lChit8．(4)-tai5(7)-tian7(3)-si711hou7(3)-goa21・

’一台電視’｜互我 '。〈テレビ－台ください ｡〉

２１）IChitli.(4)-ki'｡(7)-pit411bo51khio．

｜一枝筆｝｜無去 | ･ 〈ペン－本なくなった｡〉

［助数詞十名詞］の場合は、常に結合され、変調し、名詞と１つの声調グループとなる。

4-4-3．形容詞十名詞

２２）IGong7(3)-lang5}．

｜憩人 '。 〈馬 鹿者 ｡〉

“態”（｢馬鹿／間抜け｣）という形容詞は、常に変調し、後続の名詞と１つの声調グループとなる。

また、｜掴｜｜的人｜という構造をとり、間に“的”を入れると、後ろの名詞を修飾する構文としても

使える。後者は“態”ということをより強調しているが、声調は本調で発音される。

２３）｜Bos(7)-chhaiz(')-chinn5l．

｜無彩銭 ' 。〈お金がも っ た い な い 〉

“無彩”は「浪費である／もったいない」という意味を表す形容詞で、常に、変調して名詞を修飾

する。

例文22)、２３）のように、形容詞は一般に“的”を介さずとも後続する名詞との間で句切りをしな

い。しかし次の24）のような例では‘‘的”の前で句切りをしなければならない。

２４）IChinr(7)-sui211e5(71-lang51．

｜真水Ｉ｛的人 '。〈とても美しい人〉

“真”（非常に）は副詞で、“水”（美しい）は形容詞である。後続の名詞を修飾するため、“的”は

省略することができないので、句切りしなければならない。

要するに“的”という構造助詞は名詞の修飾と所属関係などを表す場合は、必ず前の語と句切りする

こととなる。
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4-5．動詞一後続の目的語名詞との間は常に結合する

4-5-1．動詞十名詞（目的語の場合）

２５）｛Pas(7)-pao｝Iboez(1)-chitざ(ｲ)-ki『(7)-pit4IIsanざ(2I-goa霞(1)-es(7)-peng5(7)-iu21．

｜琶琶Ｉ｜買一枝筆 '。｜送我的朋友 ' 。

〈お父さんが私の友達にペンを買ってあげた｡〉

２６）ILau7.(31-sulllchjoh郷(2)-hak8.(4)-senglIIchit8(4))-punz(1)-chheh1l．

｜老師 }｜ 借畢生｝’一本冊 | ･

〈先生が学生に本を一冊貸した｡〉

‘‘琶琶"、“老師”という主語は特定の対象として、句切りをしなければならない。例文25）目的語は

共に二つあるが、句切り点は必ず最初の目的語の直後に付け、それぞれ単独の声調グループとなる。

例文26）は受身の“学生，，を代名詞の“我，，と入れ替えると、｜老師｜｜借我一本冊｜となり、声調

グループが３句から２句に変わる。しかし、“借”は後続の文を繋ぐ役割を果たしているので、変調

されなければならない。

以上の例文25)、２６）と以下の例文28）は、洪惟仁（2005）が

動賓結櫛的詞組．断音落在寅締的Ｎｐ右端．不諭這寅絡移動到何庭。動詞不断音。ｐ､230

（日訳）「動賓構造（動詞十目的語）は、目的語がいくつあっても、移動しても、句切り点は必ず

ＮＰの直後にあって、動詞だけの句切りしない」

と記述したことと同様である。

２７）IKhi:w(2)-hiongr(7)-kon91.(7)-sou211siongγ(3)-panlI．

｜去郷公所’｜上班 |◎〈区役所へ出勤する。〉

２８）IThiannrI71-imr(7)-gak811siｱ(3)-ir(ｱ)-es(7)-heng3②-chhu31．

｜聴音梁’｜ 是 伊 的 興 趣 Ｉ 。 〈音楽を聴くのは彼の趣味だ ｡〉

例文28）の「動詞十目的語」櫛造は文頭に移されても、句切り点はＮＰの直後にあって、動詞は句

切りしない。“聴音梁”が主語になり、声調も変調のまま発音する。

２９）｜'Ib2Ⅷ)-te511hoah1l．

｜倒茶 }｜喝Ｉ。〈お茶を入れて飲む。／入れたお茶を飲む ｡〉

３０）IBe雪(l1-thng獄(7)-a211khiokIl．

’買糖仔 }｜吃｝。

〈キャンディを買って食べる。／買ったキャンディを食べる｡〉

例文29)、３０）の場合は［<動詞十目的語〉＋動詞］の榊造であり、主に「手段と目的」を表す構文

である。２つの動作に同一の目的語が用いられるので、重複して言う必要がないため、後ろの目的語

は省略される。だが、後ろに残された“喝”と“吃”という動詞は本来の動賓椛造にはなれないこと

から、単独の声調グループになり、本調で発音し強調構文となる。

4-5-2．動詞十補語（述補動詞の場合）

（本十軽）調

３１）IChhut4｝khio．



台語の変調現象について １７７

｜ 出 ｝去。〈出た／出掛けた〉

（本十変）調

３１a）IChhutｲ．(8)-khi3}．

｜出去}。

（本十本）調

３lb）IChhutlIkhi31．

｜出Ｉ｜ 去 }。 〈 出 な さい／出て行け〉

“出去”２字の勤補関係は、１つの声調グループにするか、２つの声調グループにするか、発話者の

意図で決められる。３１）は穏やかな気持ちまたは、気力が失われた時の表し方である。３１a）は普通

に「出た／出かけた」と説明するときに用いられる。３lb）は発話者が「もうこれ以上話すことは何

もない、相手に今すぐ目の前から消えてほしい」という激しい怒りを表す強い語気であり、この場合、

声調は本調で表し、大声で叫んで語尾を伸ばす場合もある。さらに、このような感情的な表現は声調

の強弱で表すこともできる。強弱順番は3lb）→31a）→31）となる。

３２）IChha21kao．

｜砂ｌｋａ～。 〈もう～煩い～〉

３３）｜Chiah8.(3)-pa21al．

｜食飽Ｉ実。〈食べたよ〉

３４）IChiah8(3)-hol.(7)-pa2}．

｜食ｈｏ飽}。 〈いっぱい食べなさい〉

述補栂成は動詞を主体として用いられ、補語は動詞動作を説明するために動詞の直後に付加する構

成である。

３２）“{妙｝ｋａ”は後ろの目的語を省略するため、“ka，，という介詞が補語として用いられ、軽声で

発音され、“妙”は本調で発音する。しかし、目的語が省略されなければ、“ka”は変調で発音しなけ

ればならない。

３３）“|食飽｝実”は、動作の結果を表す述補構造である。“実”は語気助詞で、一般に動詞や状態

動詞の後ろに付加語として用いられ、動作や状態の完了を表し、軽声で発音する。従って、｜食飽｝

は本十変調で発音する。一般に結果補語で動作の結果を表すとき、補語は殆ど形容詞か副詞が用いら

れる。この例の形容詞“飽”は述語“食'，の補語である。

３４）“|食ho飽|”は「(接待）遠慮なくどんどん食べてくださいね～／（独り言）しっかり食べな

いと～／（命令）ちゃんと食べなさい」など、いくつかの意味が取れる。“ho”は～使役であり、“ｈｏ

飽”は補語である。

4-5-3．動詞十アスペクト「"了”・“著”・“過"」＋目的語

＊35）IChiah8.(3)-liau2Yl)-png7｝chai3-khjo．

｜食了飯Ｉ再去。

３５a）IPng711chiah8.(3)-liau2｝chai3-khio．

｛飯｜｜食了 }再去。

<ご飯を食べてから行く｡〉

<ご飯を食べてから行く｡〉
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３６）IThiannI(7)liau211chiokl．(8)-kam2.(')-tong71．

｜聡了Ｉ｜ 足感動 '。〈 (～を）聴いて、感動した ｡ 〉

例35）では“了”は動作（仮定の動作であってもよい）が完了した後を表す。台語では、［動詞十

"了”＋目的語］という柵成は普通話の影斡であって、一般には滅多に用いられない。本来ならば、

35a）のように目的語を文頭に移し、動詞との間に句切りをする語順だと考えられる。

例文36）では、前の動作が完了した後、連動的に後ろの動作が状況を起こす場合に用いられる。こ

の場合、常に目的語は省略される。

３７）IKhioh4.18)-tioh813l-chinn5l．

｛ 拾 著 銭 } 。〈金を拾 っ た ｡〉

３８）IAi:r(2)-tioh隊(3)-ill．

｛愛著伊'。 〈彼と恋に落ちた｡〉

“著”は台語では動詞や副詞などとして扱われることもある。例文37）と38）の“著”は、補語と

し、動詞のあとに付けて動作が帰着したという感じを表す。常に先行の動詞と後続目的語と結合され、

句切れず、１つの声調グループとなる。

３９）IKhia3(7'一kCe:y(2)-be１．

｜騎過馬 '。〈馬に乗ったことがある ｡〉

４０）IKhun:r(2)-koe3(2)-thau51．

｛胴過頭'。 〈寝坊しちゃった｡〉

‘‘過”は例文39）では過去経験で表すが、例文40）では時間補語として用いられる。いずれも前後

語と呼応して結合される。変調するが、句切れず、１つの声調グループとなる。

4-5-4．否定詞十動詞一先行のもののうち常に結合する場合一

４１）｜Boat豚"I-khi3.(2)-chiah8.(3)-thau5(7)-lou7l．

｜没去食頭路 }。〈仕事に行ってない ｡〉

４２）IBeh靴剛-ai3(2I-thak獄(伽-chu41．

I B e h 愛讃書 '。〈勉強が好きではない ｡〉

４３）IBehr(8)-kip8w-keh4l・

ＩＢｅｈ及格 }。〈合格できない ｡〉

“Boat8”・“Beh1(8)ai3，，．.‘Behl”という［否定詞十動詞］柵造は常に変調し、後続の動作と結合し、

１つの声澗グループを椛成する。しかし、能願的な回答を相手に答えるときは、本調で発話し、単独

の声調グループとなることもできる。さらに、否定詞前に代名詞の“体、我、伊”を主語として一

[代名詞十杏定詞十動詞］榊造になっても韻律語構成が変わらず、１つの声綱グループとなる。また以

下の例のように、本調で動詞の後ろに現われることもできる。

４４）IKhoann3(21-bo51．

｜宥無 '。〈見ても分からない ｡〉

４５）IThozIl)-bo317)-chinn51．

｜討無（銭 ) ' 。〈金を催促してももらえない ｡〉

“無”は一般に否定の動詞として用いられるが、台諸では動詞とは限らず、副詞や正反対の疑問詞
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としてよく使われる。例44）と45）のように、“無”は動詞の後ろに付けて、動作・行為がある結果

に達することができないことを表す。特に文末の目的語が省略される場合は、本来の意味と異なる

〔述補動詞関係〕になる可能性もある。

例えば、４４）の場合は、本来「～を見ても分かりません／～が見えない」という意味だが、目的語

を省略すると〔述補動詞関係〕で「～軽蔑する」という意味にもなれる。例44）と45）のような語順

では、動詞と後続の否定語の間に句切りがない。

4-5-5．動詞否定句の目的語

４６）IGoaぎ(')-si7(3)-lau7(3)-ｓｕｌＩＩｍγ(3)-si7(3)hak8い-sengll．

｛我是老師 }｜母是畢生 }。〈私は先生で、学生ではない ｡〉

４６a）IGoa211siｱ(3)-lauｱＩ３１－ｓｕｌｌｌｍ７(3)-siγ(3)-hak獣(4)-seng1l．

｛我 ｜ ｜ 是老師’｜母是畢生 }。〈私は先生で、学生ではない。〉

４６b）IGoaz(')-siｱ(3)-lau7(3)-ｓｕｌｌｌｍ７(3)-si7lIhak8(4)-sengll．

｜我是老師 } ｜母是｜｜畢生 ' 。〈私は先生で、学生ではない ｡〉

４６a）のように人称代名詞が強調される焦点として用いられるとき、句切りをしても柵わない。こ

の場合、声調は本調で発音することになる。

４６b）の場合は、“雌是”（｢～でない｣）という否定詞の直後を一度句切り、自ら声調グループとな

ることにより、“母是”は変・本調で発音され、一層否定の語気が強くなる。そしてこれによって、

文全体の否定が強調的に表現される。

４６b）のように、否定詞の後で動詞の後に句切りが現れるのは、“是”だけではない。他の動詞の目

的語との場合にも句切りが来る場合もある。即ち、後続のものは２音節であったり、否定される動作

または、目的語を強調する場合は、一度句切りすることが可能である。しかし単音節ならば、常に結

合され、句切られない。例えば、「"不愛讃冊”IBeh部(8)-ai3(21-thak81ｲl-chu41／lBehィ(8)-ai311thaks(4)

-chu4}」、「"不食飯”Ｉｍ７(3)-chiah8.(3)-png71」などである。

4-6．句切りが任意である場合

この場合、句切りがどんな条件で決まるかにはいろいろな要因がある。特に、意味の違いが関わる

と考えられる場合もある。

4-6-1．副詞十動詞

４７）ISi5.(7)-siong5.(7)-chiah8Ⅷ)-chiu2.(1)-chui31．

｜ 時 常 （｜｜）食酒酔 '。〈よく酔っ払う ｡〉

“時常'’という時間副詞は台語の語蕊であるため、頻度を強調しなければ句切りをしなくてもよい。

‘‘時常”の意味は普通話の“常常”と同じである。一方“常常”は普通話の時間副詞なので、この語

棄を台語で用いた場合は句切りをし、自ら１つの声調グループになる。とともに、“常常'’は２音節

の重ね型であるため、もともと句切る必要があるとも考えられる。

４８）｜I宮(l1-kenglllchoe3(2)-hun2r(1)-ku21ao．

｛巳経（｝｜）倣恨久咽 }。くもう既に長い時間をやっているんだよ ｡〉
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“巳経”は「もう／既に」という動作の完了や時間の流れを表現する副詞である。特に強調する場

合でなければ、常に後続文と１つの声調グループとなる。

４９）｜Chin7(3)-liong711choe3(2)-khoann3｝maio．

｜識戯(}｜)倣看ｌｍａｉ。 〈できるだけやってみる｡〉

“識量”は「できるだけ／なるべく」という副詞であり、よく単独で用いられている。もし「まあ

～できるだけ」という保証もできない場合には、本調で発音するような場合は句切る必要があるが、

普段は常に変調し、後続動作と結合され、１つの声調グループとなる。

4-7．特殊強鯛する場合

4-7-1．先行の“是”と名詞が句切る場合の続き一二重の目的

５０）｜Lang5.(7)-si711ban7(3)-but8.(ｲ)-chir(7)-leng51．

｜人 是 }｜蔑物之譲 '。〈人は万物の魂である ｡〉

本来“是”は判断、説明を表す動詞であるが、前述したように常に後続の述語文と繋がり、変調

する。そこで、５０）の場合は“人是”が１つの声調グループとなることにより、主語の“人”は音

調が下がり、変調する。従って、この構造から２つの意図を汲み取ることができる。１つは特定の

「誰か」が代名詞として、「万物の魂」であるという調刺が込められていると考えられる。もう一つ

の考えは“是”は本調のままで発音することにより、後ろの述語をも焦点として説明していると考

えられる。即ち、例文50）の“是”はＸＰのＸＰが焦点であることを示すマーカーとして考えうる。

台語では名詞の“人lang5”は“催lang5，，とも書かれ、多義性がある。本調は世間一般の「人

間」を、代名詞としては変調することによって、“人家”（他の人)、“自己”（自分）の意味がある。

4=7-2．判断や説明の“是～的”強鯛構文に“是”は常に後続の焦点と結合し、“的”は先行ものとの

間に常に句切りする

５１）｛Chit4.(8)-oann暦(')-thonglIIsiｱ(3l-siolleo．

｜ 這 碗 淵｜是焼｜的。〈このスープは熱いだ ｡〉

５２）IGoa宮11)-siｱ(3)-cha118l-hngllIlai51eo．

｜ 我 是 昨 昏’｜来｝的。〈私は昨日きたのだ ｡〉

５３）’11.(7)-siγ(3)-piγ(3)-chhiallllong31sio-eo．

｜伊是被車｝｜撞｝死的。〈彼は車にぶつかれて死んだのだ ｡〉

"是～的”構文においては、焦点は常に“是，，の後ろにある述語で表されている。“的”は肯定的な判

断で前後呼応している。又、“是”は後続ＸＰが焦点であることを示すマーカーとして用いられるので、

声調は常に変調し、後続ものと結合して、１つの声調グループとなる。文末の名詞化辞.‘的”が軽声

で発音する。

4-7-3.

54）

代名詞十副詞“才”（"才”は必要条件として焦点を表す）

lGoa2.(')-siγ(3)-lau7(3)-ｓｕｌｌＩｍγ(3)-siγ(3)-1i21.

| 我是老師’｜鰍是休 | ・

〈私が先生で、あなたはそうではない。〉
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５４a）｛Goぎ．(1)-chiah卵(2)-siγ<:))-lau7(3)-su'｝Ｉｍ７(3)-siγ(3)-li2I．

｜我才是老師’｜母是休｝。

〈私が先生であって、あなたはそうではない｡〉

５４b）IGoa211chiahr(2)-siｱ(3)-lauγ(3)-ｓｕｌｌｌｍｱ(3)-siｱ(3)-li2l．

｜我｝｛才是老師 }｜母是休 '。

〈私こそ、先生であって、あなたではない。〉

５４a）で副詞の［"才'，＋"是，，］すなわち“才是”とするのは、断定の語気を一層強調するためであ

り、「～こそ～だよ／～のほかはそうではない」の意味を表す。よって、主語の「私」を対象の焦点

として強調する場合は、５４）より54a）さらに54a）より54b）のほうが強調する語気が強くなる。だ

が、５４b）のように、主語の「私」を一度句切り、本調で用い、その上、“才是，，を加えたほうが一

層対象の焦点を強調する効果が生れる。

5．終わりに

以上考察した結果、台語の変調現象を形成する特別な条件は以下のように述べることができる。

①変調は、語や句の纏まりを示すが、但し、常に１対１の対応をしているわけではない。１句

や２句などに現われる声調グループはシンタックス上の制約により変化する可能性がある。

しかし、単独で現われなければ、結合されても声調は変わらない。

②句切り点の違いにより変調が生じる。同時に意味も変わる傾向がある。

③§3-1-3．図４に引用した洪氏の韻律語と韻脚の原則において、「１つの「韻律語」は原則的

に２つの「韻脚」（fbot/F）から成り、１つの韻脚（F）は最多で３字まで増やすことができ、

また、１つの「韻律語（ＰＷ)」は最大限は５文字まで～」という説は常に一定ではない。

④文のまとまりにおいての、声調グループの形成と声調の変化は以下のように考えられる。

・後続するものとの間で常に句切られるのは名詞である。

．常に変調し、後続文と結合されるのは、介詞、代名詞（強調形を除く)、動詞（後続の目的

語が省略されない場合)、助数詞、形容詞（"的e５，，を介さず名詞が後続する場合）である。

・副詞は特に強調するのでなければ、句切りが任意である。本調か変調で発音するかも、その

条件次第で決められる。但し、時間副詞は、名詞の前でも動詞の前でも必ず句切る。その上、

“的”という構造助詞は、動詞か形容詞の直後に置かれ、名詞化するものであれば、軽声で

発音しなければならない。また、修飾と所属関係などを表す場合、その前に代名詞がなけれ

ば、“的，，の前で必ず句切りし、後続文と１つの声調グループになる。

(※本稿の中国語引用文の日本語訳は筆者による）
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村上蕊英２００７

｢台湾語は１７世紀以来、中国の福建省南部より台湾に移住してきた人々の子孫によって使われている

言葉で、元は中国7大方言中の「閥南語」である。この言葉が台湾でも通用するようになり、「台湾

語｣、「台湾話｣、「台語」などの呼称が生まれた」とあるが、本稿では台語の呼称を用いることとする。

又、台語には福建省泉州方言音系に近い台北方言音系と福建省津州方言音系に近い台南方言音系が代

表的な方言音系としてあり、両者の間に若干の差異が見られる。本稿では台南・高雄を中心にした台

湾南部で通用している発音と声調を基にして考察を進める。

台湾では、台語の７声声調変化は特に第５声が地方によって、違いが生じる。すなわち、台北は５－５，

(3)、台南では５－５，(7)という声調変化の違いがある。本稿では台南の声調ピッチに基づいて表記す

る。

音節末尾の子音が-p、‐t、‐ｋ閏南語で終わるのが促音で、‐ｈで終わるのが喉塞音（声門閉鎖音）で

ある。村上嘉英（2007）に従えば、台語の入声とは-ｐ［p]、‐ｔ［t]、‐ｋ［k]，‐ｈ［?］を伴う音節の総

称である。

王占華等(2004）

実詞：実詞とは人や人事物、性質などの実際の意味を持った単語であり、名詞、動詞、形容詞などが

含まれる。

虚詞：虚詞には実詞のような実際の意味を持たず、様々な文法関係だけを表すもので、助詞、介詞、

連詞、擬音語、感嘆詞などが含まれる。（P､１０２）



台絡の変調現象について 183

ThePhenomenonofToneSandhiinTaiwanese

ＷＵ,ＨＳＩＮＧ－ＦＥＮＧ

Abstract

ＴｈｅｓｙⅡabictonesorTaiwanesearetraditionallyanalysedashavingtwoclassesofpitchrealizations：

"本調”ａｎｄ“愛調"．“愛調”referstothetonalrealjzationsofthesyuablesinanon-finalpositionsofa

prosodicunitwhile“本調'，referstothoseinthehnalpositionwhichmaybefbllowedbyunstressed

anddetonedsyllablescalled“軽声”､Alternativelybthetonalsequenceendingina“本調”canbe

analysedasatonallydemarcatedprosodicstructure，ｗｈｉｃｈｍａｙｂｅｔｅｒｍｅｄａｓｔｏｎｅｇｒｏｕｐｓ・This

phonologicalstructurecorrespondstoacompoundontheonehandandasyntacticphraseontheother・

Nominalcompoundsandreduplicativecompoundsusuauyconsistofonetonegroupwhilestructurauy

complexcompoundssuchashighernumeralsare,sometimesoptionally,brokenintotwoormoretone

groups,AnysyntacticunitendinginanounoratemporaladverbisfbuowedbyatonegroupboundaIy

whileunstressedpronounsfbrmatonegroupwiththefbuowingphrase,Somemodifierssuchasadverbs

optionallyprecedesatoneboundary,whichmayberelatedtosemanticphemomenasuchasfocus

reading．
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